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30 種類の香料の即時切替およびブレンド提示可能な 
微小バルブ制御 VR 用嗅覚ディスプレイ 

 

藤田修二†1,2,* 井上幸人†1 高木和貴†1 山岸和子†2 
 

本報告では多数の香料を同時に独立して提示できる Virtual Reality (VR) ヘッドセットなどに装着が容易なポータブル
嗅覚ディスプレイ技術を紹介する。嗅覚技術を VR などに汎用的に応用するためには、映像や音楽同様に制御自由度
の高い香りの提示技術が期待される。我々が新たに開発した微小バルブを搭載するプロトタイプでは直感的な視認性

および操作性 UI により 30 種類の香料を独立に ON/OFF 制御することで、瞬間的な香料の切替や、複数香料のブレン
ドをデモンストレーションする。 

 

An olfactory display for VR, equipped with rapidly and individually 
controlled valves for switching and blending of 30 scents 
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KAZUKO YAMAGISHI†2 

 
This manuscript describes an olfactory display for VR, equipped with rapidly and individually controlled valves for switching and 
blending of 30 scents. An application of olfactory technologies to VR and other entertainments requires flexible usability in one 
device for various kinds of contents. Our prototype with small valves enables individual and rapid ON/OFF control of 30 kinds of  
scents, so that achieves sequential switching of many scents and blending of some of the scents.  

 
 

1. はじめに   

 各種映像提示技術や音響技術に加えて、画像処理技術、

センシング技術、通信技術の向上により、ゲームやアトラ

クションからアートまで様々なコンテンツに対して感覚モ

ダリティに対する遅延や違和感の少ない Virtual Reality 
(VR)や Augmented Reality (AR)体験が実現している 1, 2,3。近

年では特に高い現実感を求める VR/AR の構成要素として

視覚、聴覚以外の感覚モダリティを刺激するデバイスが活

用され、五感を複合的に刺激することによる没入感や現実

感の向上が試みられている 1, 4。その五感の一つである嗅覚

については東京工業大学の中本らを始めとし、様々な嗅覚

ディスプレイが提案されており、例えばアロマジョイン社

による Aroma Shooter や VAQSO 社による VAQSO VR など

の映像コンテンツとリンクするデバイスも発売されている

567。しかし、これまでの嗅覚ディスプレイでは嗅覚提示に

おける香料再現性、香料切り替え、残留香料、サイズ、取

り扱いやすさ、操作性など様々な課題により、一般消費者

への提案だけでなく、限定された設備導入などにおいても

その定常的な利用には多くの改善が必要とされる。それら

の課題の中でも特に、一つのデバイスで多様な表現を可能

とし、特定のコンテンツごとに制限されない汎用性を実現

することは、香りの提示を映像や音楽と同様に活用するた

めに求められる大きな課題である。 
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本報告では同時に３０種類の香料を独立に制御し、素早

く切り替えることが可能な制御機構を有するポータブルな

嗅覚ディスプレイのプロトタイプを提案する。我々は 2016
年より一般消費者向けのパーソナルアロマディフューザー

として AROMASTIC（アロマスティック）を開発、発売し

ている 8。AROMASTIC は複数の香りを保持する専用のカ

ートリッジを挿入することで、半径 15cm 程度の周囲にの

み局所的に、また数秒範囲程度での短時間の香料提示を行

う嗅覚ディスプレイである 9。新たに開発した嗅覚ディス

プレイはこの AROMASTIC のカートリッジや機構を元に、

独自の微小独立制御開閉バルブ機構などにより構成される。 
 

2. 結果と議論 

今回我々がデモンストレーションする嗅覚ディスプレ

イを図１に示す。本嗅覚ディスプレイはフィージビリティ

ス タ デ ィ の た め の 簡 易 構 造 に よ る 開 発 の た め 、

AROMASTICで市販されているカートリッジを流用してい

る。AROMASTIC の香料提示と同様に、空気流を機器内の

エアポンプで発生させ、その空気流がカートリッジの香料

保持部を通過することで、カートリッジ出口付近に香料を

提示する。本嗅覚ディスプレイには合計で 6 つのカートリ

ッジ挿入口を保有し、それらが本体下部に円弧上に配列し

て設置されている（図１b）。各カートリッジは 5 種類の香
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料を保持することができるため、本嗅覚ディスプレイは合

計 30 種類の香料を搭載することが可能となる。カートリ

ッジ挿入部分にはカートリッジの各香料スロットに対応し

た開閉バルブが設置されている。このバルブを開閉するこ

とにより、空気流を選択的に透過させることで各カートリ

ッジの香料を選択的に提示することが可能となる。尚、本

嗅覚ディスプレイでは各スロットの独立制御により瞬間的

な香料の切替が可能であるが、鼻近傍での残香料を排除す

るため、常時鼻近傍において空気流を発生させることで、

毎秒連続的に鼻近傍空間における空気置換を行っている

（図１b）。 
 

 
図 1 嗅覚ディスプレイ 

Figure 1 Olfactory Display 
 
 
開閉バルブは、形状記憶合金により構成され、電流制御

によりサブミリ単位で開閉を制御することを実現した（図

２）。尚、デモンストレーションでは各香料において十分香

りを知覚できる香り強度を保つため、各スロットからは約

0.02 Lmin-1 で香料が提示されるように設定した。 

 

図 2 バルブ機構 
Figure 1 Structure of a valve. 

 
 

本嗅覚ディスプレイを制御するためのユーザーインタ

ーフェース（UI）例を図３a に提案する。本ユーザーイン

ターフェースはリング状に各香料に対応したボタンが配列

されている。スマートフォンやタブレット端末で嗅覚ディ

スプレイに接続後、本 UI にて各香料の提示が可能となる。

例えば、図 3b では 30 種類の香料の内の 1 種類の香料に紐

づけられた特定のボタンにタッチした状態であり（例えば

その香料をベルガモットとする）、このときに嗅覚ディスプ

レイ上からはその香りベルガモットが提示されている。各

ボタンを連続的にタッチしていくことで、連続的な香料提

示が可能となる。また、本 UI は複数香料が同時選択可能な

ブレンドモードも搭載しており、そのモードを ON にした

状態では複数のボタンをタッチして選択することで、それ

らの香料が全て ON となりブレンドした状態で提示するこ

とが可能である。例えば図 3c ではフランキンセンス、ネロ

リ、メイチャン、ローズオットー、ゼラニウムが選択され、

同時にそれらの香りが提示されてる状態となる。尚、本 UI
では各香料のイメージに合わせて色を紐づけることで、各

香料を選択中はその香料に対応する色を背景に表示する

(図 3b)。複数の香料が選択されている場合はそれらに対応

する色がマージして表示される（図 3c）。 
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図 3 ユーザーインターフェース 

Figure 3 User-Interface 
 

 

3. おわりに 

 多数の香料を同時に独立制御し嗅覚提示する本嗅覚ディ

スプレイの提案は、様々なコンテンツとの自由度の高い連

携を可能とする。瞬間的に香料の切り替えや、複数香料の

 

重畳は、例えば音楽におけるメロディーやコード進行のよ

うに、時間的な変化を伴うコンテンツが実現でき、切替の

追随速度次第では、ピアノ演奏で見られるグリッサンド奏

法的な連続変化も可能となる。今回のプロトタイプは初期

検証用としての簡易設計のため AROMASTIC カートリッ

ジなどの流用により、様々な制限があるため、引き続き、

香りの再現や高速応答、シール性などの課題を解決する専

用設計開発に取り組み、より自由な取り扱いを可能とする

嗅覚ディスプレイを実現し、新たな五感体験のためのツー

ルとして提供したい。 
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